
4－1　伊豆半島およびその周辺の地震活動（1989年5月～10月）

Seismic　Activity　in　and　around　the　Izu　Peninsula(May - October,1989)

　　　　　　　　気象庁地震予知情報課

Earthquake　Prediction　Information　Division

　　　　　Japan　Meteorological　Agency

　この期間，伊豆半島周辺では，5月21日～6月12日と6月30日～9月28日の2回，伊豆半島東方

沖で群発地震が発生した。後者の地震活動はきわめて活発で，有感を含む多数の地震が観測された。

さらに，この活動では微動のほか，海底火山の噴火が発生（伊東沖），各方面に多くの教訓を与える

結果となった。

　この地震活動の状況を，伊東市鎌田における日別地震回数（1Hz・1万倍の地震計で記録）とし

て第1図に示す（11月15日まで記入）。2回の群発地震による回数の急増が示されているが，前者の

それは後者の比ではない。なお，日回数が100回以上となったものについては，その月日と回数を付

記。また，各々の活動期間における地震総数と最大地震もNおよびMとして掲示した。

＜伊豆半島東方沖の地震活動＞

　5月21日からの群発地震については第2図・第3図に，6月30日からのものについては第4図～

第9図と第1表・第2表にその活動状況等を示す。そして，この海域におけるこれまでの活動の推

移に関する状況図を第10図に示した。

●その1：5月21日～6月12日の活動

　21日06時頃から始まり，翌月12日まで続いて終息（第2図・第3図）。この活動はそれ程顕著なも

のではなく，活動らしい活動は26日までで有感地震は観測されていない。また，最大地震もM2.4

（5月24日23時18分）と小規模であった。この期間における鎌田の地震回数（N）は計1,217回，最

大日別地震回数は542回（24日），最大時間別地震回数は131回（24日23時～24時）。活動域はこれま

でのそれの西端部で若干陸にかかっており，深さは10km以浅であった。

●その2：6月30日～9月28日の活動

　この活動は伊東付近の沖合で30日18時頃から開始，当初4日間はそれほど活発ではなかったが，

7月4日からきわめて顕著な活動となり，多数の有感を含む地震を群発させた。しかし，この活動

は7月11日頃を境に急速に低レベル化，その後若干の消長を繰り返しながら徐々に沈静化に向か

い，9月28日まで続いて終息した（第4図・第5図）。この期間における鎌田の地震回数は計25,097

回，このうち有感は494回で震度の最大は4（第1表），最大地震はM5.5（7月9日11時09分）。ま

た，有感地震回数の日別最大は108回（7月9日），同時間別最大は17回（7月6日06時～07時）。鎌

田における地震回数の日別最大は4,419回（7月4日），同時間別最大は426回（7月4日14時～15

時）となった。

　活動域はこれまでのそれの最北西端に位置するが，若干西側にはみだし，少なからず陸地に入り

込む形。震源の深さは20km以浅だが，その中心はこれまでのものより浅目で3～4km，時の経過と

共に浅くなり地表に近づく（海から陸に入る）パターンを示した（第6図・第8図）。また，活動が
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かなり低レベル化した8月になると，活動域は南東方向（大島寄り）に拡散をはじめたが，活動は

散発的なものであった。

　今回の活動では，負傷者22名のほか建造物等に震害が発生した（第2表）。最大地震M5.5のメカ

ニズムは北西一南東圧縮の横ずれ，他の主な地震のメカニズムもこれとほぼ同じタイプのものであ

るが，逆断層を示すものもみられた（第7図）。そして，特筆すべき現象として，微動の発生（7月

11日20時38分～21日12時57分）と伊東沖の海底火山の噴火（7月13日18時33分頃・手石海丘）が観

測された（第9図）。微動は東海地方を中心に，関東甲信越のほか北陸地方の一部でも記録された。

さらに，鎌田における地震回数N＝25,097は，これまでの最高記録となったが，活動域もかなり陸

地に入り込んだものとなり，注目すべき分布となった（第10図）。
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第1表　有感地震と各地の震度（1989年6月30日～9月28日：震度4以上の地震）

　Table 1　Felt　earthquakes　and　seismic　intensities(Jun.30 - Sep.28,1989:Int.≧4).

　　　第2表　地震の被害

　Table 2　Damage　by　the　seismic　activity.

伊豆半島東方沖群発地震（6．30－9．28）
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第1図　伊東市鎌田における日別地震回数（S－P≦6.0秒）

Fig.1　Daily　number　of earthquakes　observed　at　Kamata (S-P≦6.0  sec.).    
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第2図　1989年5月21日～6月12日の伊豆半島東方沖の群発地震の鎌田における地震回数と震央分布

①a：時間別地震回数（5月20日～6月13日）

①b：日別地震回数（5月20日～6月13日）

②：震央分布（5月20日～6月13日）

Fig.2　 Epicentral distribution　and　number　of earthquakes　off　east　coast　of the　Izu　Peninsula　for　May 21 - Jun.12,1989 observed

　　　 at　Kamata．
　　　  ①a:Hourly number of earthquakes(May 20 - Jun.13),①b:Daily number of earthquakes(May 20 - Jun.13).

　　　  ②:Epicentral　distribution(May 20 - Jun.13).
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第3図 伊豆半島東方沖の地震活動（1989年5月21日～6月12日）

①：震央分布（5月20日～6月13日）

②：時空間分布（5月20日～6月13日）

③：M－T図（5月20日～6月13日）

Fig.3  Seismic activity off east coast of the lzu Peninsula (May 21 - Jun.12,1989).
      ①:Epicentral distribution (May 20 - Jun.13),②:Space-time plot (May 20 - Jun.13),

　　  ③:M-T diagram (May 20 - Jun.13).
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第4図 1989年6月30日～9月28日の伊豆半島東方沖の群発地震の鎌田における地震回数

①：時間別地震回数（6月30日00時～7月31日24時）

②：日別地震回数（6月30日00時～7月31日24時）

Fig.4　 Hourly　and　daily　number　of　earthquakes　off　east　coast　of　the　Izu　Peninsula　for　Jun.30 - Sep.28,1989

　　　observed at Kamata.①:Hourly number of earthquakes (Jun.30,00h - Jul.31,24h),
　　 　②:Daily　number　of earthquakes (Jun.30,00h - Jul.31,24h). Black　area　shows　felt　earthquakes　at

　　 　 weather　stations．
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第5図 1989年6月30日～9月28日の伊豆半島東方沖の群発地震の鎌田における日別地震回数と震央分布

①：日別地震回数（6月30日18時～9月28日24時）

②：震央分布（6月30日18時～9月28日24時）

Fig.5 　Epicentral　distribution　and　daily　number　of　earthquakes　off　east　coast　of　the　Izu　Peninsula　for　Jun.30 - Sep.28,1989 observed

　　　 at　Kamata．

　　  　①:Daily number of earthquakes (Jun.30,18h - Sep.28,24h),②:Epicentral distribution of earthquakes (Jun.30,18h -

　　  　 Sep.28,24h).Black　area　shows　felt　earthquakes　at　weather　stations.
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第6図 伊豆半島東方沖の地震活動（1989年6月30日～9月28日）

〔A〕：6月30日18時～9月28日24時

〔B〕：＜a＞6月30日18時～7月4日06時，＜b＞7月4日06時～7月8日11時，＜c＞7月8日11時～7月

11日15時，＜d＞7月11日15時～7月20日14時，＜e＞7月20日14時～7月29日23時，＜f＞7月29日23時～9

月28日24時　①：震央分布図，②：断面図（北西一南東），③：時空間分布，④：M－T図

Fig.6　Seismic　activity　off east　coast　of the　lzu　Peninsula,Jun.30 - Sep.28,1989.

　　 〔A〕:Jun.30,18h - Sep.28,24h,〔B〕:＜a＞Jun.30,18h - Jul.4,06h,＜b＞Jul.4,06h - Jul.8,11h,＜c＞Jul.8,11h -

　　　Jul.11,15h,＜d＞Jul.11,15h - Jul.20,14h,＜e＞Jul.20,14h - Jul.29,23h,＜f＞Jul.29,23h - Sep.28,24h.

　　　①:Epicentral distribution,②:Vertical section of ① along the NW-SE direction,③:Space-time plot,④:M-T diagram.
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第6図　つづき 

 Fig.6  (Continued)
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第6図　つづき

Fig.6　(Continued)
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第6図　つづき

Fig.6  (Continued)
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第7図  地震のメカニズム解（上半球投影）

　　　　●：押し，○：引き①：7月5日・M4.9，②：7月5日・M4.3，③：7月7日・M5.2

　　　　④：7月9日・M5.5，⑤：7月14日・M4.8

　 Fig.7   Focal mechanism solutions(Projected on the upper hemisphere).

　　　　  ●:Up,○:Down.

　　　　   ①:Jul.5・M4.9，②:Jul.5・M4.3，③:Jul.7・M5.2，④:Jul.9・M5.5，⑤:Jul.14・M4.8.
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第8図　松代で観測した地震波形

　 　　①：7月5日03時46分・M4.3， ②：7月7日00時01分・M5.2，③：7月9日11時09分・M5.5，

　 　　④：7月10日05時43分・M4.7，⑤:7月14日15時30分・M4.8

　Fig.8　 Seismic　waves　observed　at　Matsushiro(Seismological 0bservatory,JMA).
　　　 　①:Jul.5,03h 46m・M4.3,②:Jul.7,00h O1m・M5.2,③:Jul.9,11h O9m・M5.5，④:Jul.

　　 　　10,05h 43m・M4.7,⑤:Jul.14,15h 30m・M4.8．
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　　　　　第9図　松代と網代で観測した微動記録

（A）：松代（気象庁地震観測所），（B）：網代（網代測候所）

Fig.9　Tremor　recorded　at　Matsushiro　and　Ajiro.

　　　(A):Matsushiro(Seismological　Observatory,JMA),(B):Ajiro(Ajiro　Weather　Station,JMA).
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第9図　つづき

Fig.9　(Continued)
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第10図 1976年10月以降の鎌田における旬別地震回数（S－P≦6.0秒）と地震の震央分布域

〔A〕：旬別地震回数，〔B〕：地震の震央分布域（①～⑫の斜線部分）

Fig.10  Number of earthquakes in every ten-days observed at Kamata from October,1976 to November,1989
　　　   (S-P≦6.O　sec.) and　earthquake　epicentral　area.

　　 　〔A〕:Number of earthquakes in　every ten-days,〔B〕:Earthquake　epicentral　area (Hatched　area,

　　 　①-⑫).
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